
 
 

~ 95 ~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 地域別構想 

 

第３章で示された都市づくりの基本方針等を踏まえ、 

地域の特性を踏まえた将来の地域づくりの方向性を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章の内容 

４－１ 地域別構想の考え方 

４－２ 中央部地域 

４－３ 北西部地域 

４－４ 南東部地域 
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４－１ 地域別構想の考え方 

１．地域別構想の役割 
地域別構想は、全体構想の都市づくりの基本方針等を踏まえ、地域ごとの特性や課題

に対応した地域づくりの方針を示します。 

そのため、全体構想に示された都市づくりの基本方針等を踏まえ、全体構想では表せ

ないより詳細な取り組み内容などを示し、居住している地域や将来の生活の姿がイメー

ジしやすいように「地域の姿を見える化」することにより、視覚的に理解がしやすいよ

うにしていきます。 

また、それぞれの地域における現状や課題を整理し、地域の特性を踏まえた将来の地

域づくりをしていくための方向性を示し、実現していくための土地利用など分野別計画

の相互調整を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域区分の考え方 
地域別構想では、全体構想の将来都市構造におけるゾーン区分を基本とし、土地利用

の現況や地域の特性を見ながら、市域を３つの地域により設定します。 

地域界は、都市づくりにおけるコミュニティのまとまりを考慮し、原則として、字界

により設定するものとしますが、地域別構想ではより詳細な取り組み内容を示していく

ことから、取り組み内容の連携も含めながら、設定しました。 

 なお、地域のコミュニティ拠点の形成にあたっては、地域区分に関わらず、現在のコミュ

ニティのつながりを意識しながら考えていきます。 

 

＜地域別構想＞ 

・地域の現況と課題 

・地域づくりの将来イメージ 

・地域整備の主要な方針 

・分野別の地域づくり方針 

＜全体構想＞ 

・都市づくりの理念と目標 

・将来人口 

・めざす将来都市構造 

・本市がめざす将来の都市の

姿と暮らしの姿 

・都市づくりの基本方針 
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地域区分図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【北西部地域】 
丘陵地に広がる森林の中を首都圏中央連絡自動車道が貫通し、インターチェンジ周辺

には産業が集積している開発ポテンシャルを秘めた地域。 

【中央部地域】 
JR３駅を中心に住宅地が配置され、市役所や千葉県山武地域振興事務所等の行政サー

ビス機能や商業・業務エリアが集積した東金市の中心的な市街地を形成する地域。 

【南東部地域】 
九十九里浜に向かい平坦部の農地と起伏部の集落が交互に連なる土地利用を呈してお

り、稲作中心の農業などによる地域産業が盛んな田園が広がる地域。 
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３．地域別の現況 
地域の姿を見える化するにあたり、地域ごとの面積、人口等を把握するため、地域別

の現況について示します。 

用途地域※のほとんどが指定されている中央部地域が市の面積の約１/４、人口として

は約６０％を占めており、一定の集約が図られていると言えます。一方で、地域別面積

の一番広い北西部地域では、人口密度が低くなっています。 

高齢化率を見てみると、北西部地域、南東部地域の順に高く、中央部地域は市平均よ

り低くなっています。 

 

地域別の現況 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【地域別年齢別人口構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 
※年齢不詳を除いて集計 

資料：国勢調査 2015年（平成 27年） 
 

 

【人口】 60,652人 【面積】 89.12㎢ 
 

【世帯数】 25,114世帯 
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４－２ 中央部地域 

１．地域の現況と課題 

（１）現況と課題 
・本地域は、JR東金線沿線に市街地が形成され、周

囲には集落と農地が広がっています。 

・JR東金駅周辺には、市役所・千葉県山武地域振興

事務所など行政機関や医療・福祉・商業・金融等

の各種都市機能が集積し、国道126号沿道には商

業・業務施設が立地するなど、本市の中心となる

地域になります。 

・しかし、東金駅を中心とする市街地エリアでは、

商業業務機能の低下や空き店舗、空き家の増加な

ど地域の魅力の低下が課題となっています。 

・本市の中心となる地域として、これからも商業をはじめ医療、福祉等の多様な都市機

能の一定の集積によるにぎわいの創出などにより、市内外の交流人口の増加や都市全

体の活性化につながる都市づくりが求められています。 

・用途地域※が指定され基盤整備の整った地区では、計画的な土地利用と建物の更新が

進み、まとまりのあるコンパクトな市街地が形成されています。しかし、その周辺地

区では、一部でミニ開発などにより無秩序な市街化も見られることから、適正な土地

利用誘導により、スプロール※を抑制するとともに、市街地内の浸水軽減対策を図り

ながら、コンパクトな市街地やコミュニティの維持をしていく必要があります。 

・また、本地域は国道や県道が整備され、鉄道や路線バス等の公共交通も集中しており、

移動の利便性は比較的高い地域ですが、これまで以上に移動を円滑にし、市内外から

のアクセス強化により様々な交流の促進と利便性の向上を図るためには、広域幹線道

路の整備と公共交通の充実が必要になります。 

・道の駅 みのりの郷東金をはじめとした交流施設等は、施設ごとにはにぎわいがあり

ます。しかし、地域全体としての魅力やにぎわいを生み出すためには、集客施設相互

の連携や地域内に点在する自然・歴史的資源とのつながりを意識し、それらを有機的

に連携させ、回遊性のある都市空間を創出していくための取り組みが必要となります。 
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（２）住民意向 
2019年（令和元年）に実施した市民アンケート調査（20代以上の中央部地域在住の

一般市民）の結果より、特にまちづくりに関連する内容について次に示します。 

 

 重要度・満足度の相関表 

市全体に比べて満足度の平均がやや低くなっています。公共交通の充実、道路網の整

備については、重要度は高いものの満足度が低いため、整備のニーズが高いと考えられ

ます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域の特性や特色 
東金市全体の魅力を向上させていくためには、地域の特色を活かした都市づくりが必

要となります。地域が有するポテンシャルや魅力的なものを次に示し、地域づくりに活

かしていきます。 

◆JR東金駅周辺に集積した都市機能 ◆国道 126号沿道の商業集客力 

◆都市基盤の整った住宅地 ◆東金九十九里有料道路（押堀インターチェンジ） 

◆国県道 ◆JR３駅 ◆高速バス ◆八鶴湖、ときがね湖、その周辺の神社仏閣、史跡 

◆道の駅 みのりの郷東金 ◆大学、高校等の教育機関 ◆東金文化会館  

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10

11
12

13

14

15

16

17 18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28
29

30
31

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00
-3.00 -2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

低 満 足 度 高

高

重

要

度

低

中央部地域平均
市全体平均

●にぎわいと魅力に関する項目
●産業集積と発展に関する項目
移動しやすく快適な暮らしに関する項目

●人や環境へのやさしさ関する項目
●安心、安全に関する項目
●その他（５つのテーマ分類に合致しない項目）

1 生涯学習・生涯スポーツの推進
2 文化の振興
3 商業・サービス業の振興
4 観光レクリエーションの振興
5 交流と連帯のまちづくり
6 工業の振興
7 新たな産業と地域活性化
8 勤労者対策の促進
9 学校教育の充実
10 社会福祉の推進
11 子育て支援
12 高齢者施策の充実
13 公共交通の充実
14 道路網の整備
15 良好な市街地の形成
16 公園・緑地の整備
17 水質汚染・公害の防止
18 家庭ごみの処理・リサイクル
19 農林業の振興
20 ガス・水道などの都市基盤整備
21 治水対策の推進
22 防災・防犯・交通安全
23 市民協働・市民参画
24 青少年の健全育成
25 国際交流の促進
26 保健・医療の充実
27 社会保障の充実
28 効果的・効率的な行政運営
29 広域行政
30 情報化に対する行政の対応
31 地方創生の実現に向けて
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２．地域づくりの将来イメージ 
 

 

 

 

都市の顔として、にぎわいと回遊性を生み出す拠点づくりや誰もが快適に移動ができ

る道路・交通環境の充実により、魅力と利便性を備えたまとまりのあるコンパクトな市

街地形成を図り、市街地後背の斜面緑地や市街地周辺の田園環境など豊かな自然環境と

の調和による潤いのある地域づくりを進めていきます。 

 

３．地域整備の主要な方針 
 

JR東金駅を中心に国道・県道で囲まれた中心市街地では、駅周辺の整備や交通環境の

改善を行うとともに、商業施設と中層住宅の複合的土地利用の誘導や歴史・文化・商店

街の景観を活用した商業環境の整備により、若者から高齢者まで多数の人々が集える、

にぎわいのある中心市街地として再生を図ります。 

特に、JR東金駅東側の基盤整備が整った市街地エリアでは、都市機能の一定の集積を

誘導し、利便性の高い中心拠点形成を図ります。 

 

 

東金九十九里有料道路の押堀インターチェンジ周辺は、千葉や九十九里など多方面へ

のアクセスが可能となる広域幹線道路に隣接した優位性を活かし、地場産業や地域資源

など多様な産業を受け入れる産業拠点の形成を進めます。 

道の駅 みのりの郷東金周辺では、当該施設の集客力や国道126号沿道のにぎわいを活

かし、市内外の他の拠点や産業・観光施策等との連携による土地利用展開により、交流

拠点の形成を図ります。 

  

都市の顔として、魅力と利便性を備えたコンパクトな市街地と 

その周辺を囲む自然豊かな地域づくり 

（１）中心市街地の再生と中心拠点の形成 

 

 
 

（２）産業と交流を促す拠点形成 
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JR３駅周辺では、鉄道駅近接のポテンシャルを活かし、多様なニーズやライフスタイ

ル※に応じた居住が可能となる住宅地形成を図りつつ、快適に暮らせる住環境の維持・

更新による居住の推進をしていきます。 

 

 

都市間交通や地域内交通の円滑化のため、国道126号など広域幹線道路の整備を促進

し、利便性の向上を図ります。 

JR東金駅周辺では、鉄道やバスなど公共交通同士の乗り継ぎ等、様々な乗り継ぎ拠点

の整備を推進するとともに、役割分担の見直しによる公共交通の再編を行い、誰もが移

動しやすい公共交通ネットワークの充実・強化を進めていきます。 

 

 

市街地周辺に広がる田園地域では、地域の農業振興や農村集落の活性化のため、その

基盤となる優良農地の保全や、これを支える良好な定住環境の維持など、田園環境の保

全と活用を図っていきます。 

 

 

  

（３）JR３駅を活用した居住の推進 

 

 

 

 
 

（４）広域幹線道路の利便性向上と公共交通再編によるネットワークの充実・強化  

 

 

 
 
（５）豊かな田園環境の保全と活用 
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４．分野別の地域づくり方針 

（１）土地利用・市街地整備 

１）東金駅周辺の魅力づくりと利便性向上 

 市役所等の行政機能や医療・福祉等の都市機能の集積に向けた土地利用の合理化

を図るため、土地の高度利用や建物の共同化などを検討し、必要となる都市機能

の誘導に努め、利便性の向上を図っていきます。 

 多様な市民・来訪者が交流し、にぎわいを生み出す大型商業施設や専門店の立地

を促進し、中心市街地にふさわしい商業・業務地としての形成を図ります。 

 商業施設と中層住宅の複合した都市型住宅の立地を誘導し、駅周辺の利便性を活

かした住宅地形成を図ります。 

 まちのにぎわいと活力を生み出す若年層を呼び込むため、若年層の求める魅力的

な店舗の立地を促し、併せて多様な主体と連携しながらイベント等の取り組みを

行うことにより若者を意識した都市空間形成を図ります。 

 駅周辺に点在する空き地や駐車場などの低未利用地については、まちのにぎわい

や交流の場の創出など新たな土地利用の促進に向けた取り組みを検討していきま

す。 

 また、駅周辺では電車までの待ち時間を有効に使えるよう学生などが利用しやす

い学習環境の提供を検討していきます。 

 空き家や空き店舗等については、リノベーションなどにより既存ストックの有効

活用をしながら、移住や定住につながる環境づくりを促進していきます。 

２）国道 126号沿道のにぎわい創出と拠点形成 
 国道126号沿道については、沿道型商業施設が立地する商業環境を維持するため、

沿道後背地の土地利用に配慮しつつ、民間活力による沿道商業や業務施設の立地を

促す土地利用などを通じて、沿道サービス機能の充実・強化を図ります。 

 道の駅 みのりの郷東金周辺は、当該施設

の集客力と国道 126号沿道のにぎわいの

相乗効果を活かし、産業や観光などの複

合機能を有する土地利用展開や、周辺都

市にある道の駅等とのつながりによる広

域交流の検討も行いながら、地域活性化

道の駅 みのりの郷東金周辺 
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に向けた取り組みを推進し、都市全体の回遊性の向上を図っていきます。 

 東金九十九里有料道路の押堀インターチェンジ周辺は、周辺環境に配慮しつつ、

地場産業や地域資源を活用した多様な産業の受け皿となる産業拠点の形成に向

け、都市化と営農の調和が取れた土地利用を検討していきます。 

３）快適に暮らせる住宅地形成 

 既成市街地は、地域の特性を踏まえながら、低層住宅を基調に様々なライフスタ

イル※を可能とする住宅供給と良好な住環境の保全を図るとともに、旧国道 126

号沿道の昔ながらの住宅地では、機能更新時などの機会を捉え、土地利用の転換

を図っていきます。 

 住宅地としての開発が進んだ日吉

台・八坂台地区・求名駅前地区では、

良好な居住環境が損なわれないよう

地区計画制度※等の適正な運用を行

うとともに、地区内の利便性向上の

ため、地域の実情や住環境への影響

などを考慮しながら、都市計画制度

の適切な運用に努めます。 

 宅地と農地が混在する砂郷、台方、田間第２地区では、無秩序な市街化を防止

し、計画的な市街地形成を図るため、市街地整備の手法や開発許可制度等の適切

な運用を行い、若年層を中心とする新たな定住人口を受け入れるための計画的な

土地利用の誘導を行うとともに、都市の緑として必要な農地の保全を図っていき

ます。 

 求名駅周辺では、駅に近接する優位性を活かし、新たな定住人口を受け入れる住

宅地形成の検討を行います。 

４）農地の保全と地域コミュニティの維持 

 市街地の周辺に広がる農地については、農業生産基盤の柱となる優良農地を確

保・保全しながら、良好な営農環境の維持に努めます。 

 農道や水路等の営農資源の適切な保全管理を進め、貯水・水質浄化や自然環境の

保全等の多面的機能の維持を図ります。 

 地区公民館を中心とした周辺に、医療や福祉等の施設が配置・建設され一定の集

積エリアが形成されるよう、官民が一体となって地域の実情や特性にあった取り

組みを行い、地域の核となる拠点の創出を図ります。  

日吉台・八坂台の住宅地 
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（２）都市基盤施設整備 

１）中心市街地と周辺地域をつなぐ公共交通ネットワークの構築 

 JR東金線は、市民の移動手段として重要な役

割を果たしているため、利用しやすい運行サー

ビスの充実を目指して鉄道事業者への要望を

継続していきます。 

 そのうち、求名・福俵駅については、鉄道と

バスの利用実態や運行状況等のバランスを見

ながら、総合交通計画に基づき、利便性の向上に努めていきます。 

 市街地と周辺をつなぐ路線バスや市内循環バスなどの公共交通の再編を進めると

ともに、公共交通を補完する地域内交通の充実を図るなど公共交通ネットワーク

の充実・強化を進めていきます。 

 JR東金駅周辺は、鉄道と路線バスなどの公共交通の乗り継ぎや自家用自動車など

からの公共交通への乗り継ぎなどの利便性向上を図るとともに、産業活性や地域

振興につながるバスターミナルなどの乗り継ぎ拠点の整備を推進します。 

 併せて、JR東金駅周辺では、利便性の向上と公共交通の利用促進のため、駅前広

場、駐輪場、駐車場などの改修・整備を進めます。 

２）都市間交流を促す道路ネットワークの整備 

 市街地交通の整流化、拠点間及び周辺都市との連携強化のため、都市計画道路と

なる国道 126号の四車線化延伸を促進していきます。 

 台方季美の森線は、中心市街地と季美の森地区、千葉東テクノグリーンパークの

連絡性の向上と、災害拠点病院に指定されている東千葉メディカルセンターへの

代替路線としての機能も併せもつため、都市計画道路の整備を推進します。 

 市街地交通の整流化と現道の交通混雑の解消を図るため、国道 128号のバイパス

化を促進していきます。 

 災害時における安全な避難や迅速な救助活動を行うため、緊急輸送道路である国

道 126号の無電柱化を促進します。 

 防災道路としての機能を高めるため、福俵から上谷へつながる市内幹線道路の整

備を推進するとともに、市内の産業・観光の活性化や地域振興、防災力の向上を

図るため、構想道路※の整備を検討します。 

  

JR東金線 
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３）誰もが移動しやすい環境整備 

 JR東金駅周辺では、段差の解消や点字ブロックの整備などバリアフリー化を推進

し、歩道整備に併せてユニバーサルデザイン※化に対応した歩行空間や自転車が安

全で快適に車道を通行できる環境整備を図ります。 

 JR３駅施設では、子どもや高齢者など誰もが利用しやすい環境整備のため、バリ

アフリー化を促進します。 

 東金駅西側と東側の連絡性の向上を図るため、自由通路の整備を推進していきま

す。 

４）快適で暮らしやすい社会基盤施設の充実 

 地域内の街路については、まちの彩りやにぎわい演出を図れるように、街灯やベ

ンチ等のストリートファニチャー※の更新を図っていきます。 

 公園や緑地については、誰もが安心して気軽に利用でき、行ってみたい・遊んで

みたい空間を増やせるように、計画的な整備により潤いと安らぎのある緑空間の

保全を図っていきます。 

 東金青年の森公園は、野球などスポーツを通じた交流による魅力向上のため、計

画的な整備を図っていきます。 

 八鶴湖・ときがね湖や東金文化会館等の既

存ストックを中心としたエリア内で、寺社

仏閣や社寺林等の歴史・文化と森林の緑や

草花など季節を感じられる四季折々の多彩

な演出を活かし、遊歩道の整備やベンチの

設置など市内外の人々が訪れ、交流が生ま

れる回遊性のある空間形成の創出を図りま

す。 

 持続的な汚水処理対策の運営により、公共水域の水質保全を図るため、下水道施

設の計画的な改築更新、長寿命化対策※や農業集落排水事業との合理化を進めると

ともに、合併処理浄化槽の設置を促進していきます。 

 気候変動の影響による降雨量の増加により市街地や郊外の一部で浸水や溢水等が

発生しているため、雨水の流出抑制や水路の維持管理、改修等の総合的な治水対

策を検討していきます。 

 農業生産環境の保全、農業用施設の老朽化対策や排水機能向上のため、北幸谷川

の改修をはじめ、農道や水路などの改修を推進していきます。  

谷地区の七曲 
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（３）都市環境形成等 

１）歴史や自然を活かした景観形成 

 JR東金駅西側や八鶴湖周辺に残る歴史的

建造物や周辺に広がる緑の景観は、後世に

伝えるべき東金の象徴として保全に努める

とともに、これらと調和した街なみの形成

に努めます。 

 

２）都市環境の充実 

 保育・幼稚園ニーズの受け皿を確保し、幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続

する教育・保育を提供するために、幼保再編を促進します。 

 学校や就学前児童施設では、ICT※等の新しい技術の進展を踏まえながら、教育・

保育環境の整備を進めていきます。 

 老朽化する公共公益施設の改築等にあたっては、東金市公共施設等総合管理計画※

に基づき、他施設の状況や財政状況等を勘案し、集約・複合化の検討を行いま

す。 

 東金中学校旧校舎跡地などの未利用公有地については、行政需要や地域ニーズな

どを勘案しながら有効活用を検討していきます。 

 既存市営住宅が抱える高齢化対策等の課題解消に向けては、JR東金駅周辺市街地

で民間賃貸住宅の借上げ制度を導入し、当該住宅を主体的に活用しながら適正な

運営管理をしていきます。 

３）災害に備える環境整備 

 災害時の活動拠点となる市庁舎等の耐震化や災害時の物資保管の拠点となる防災

備蓄倉庫の設置を検討していきます。 

 密集性の高いまたは木造家屋が立ち並ぶなど、防災上、危険が大きいと想定され

る既成市街地においては、建築物の不燃化を促すとともに、建て替えに伴うオー

プンスペースの確保や狭あい道路の解消などによる住環境の改善に努めます。 

 公民館などの避難所等では防災機能強化のため、情報収集・発信・共有の手段と

して ICT※等の新技術の活用や停電対策を行うとともに、防災用井戸や防災用トイ

レの設置を検討していきます。 

八鶴湖周辺の街なみ 



４－２ 中央部地域 

~ 108 ~ 

 将来的に発生が予想されている首都圏での大規模地震等の災害に備え、下水・ガ

ス施設等のライフラインの耐震化など被害軽減対策や施設の老朽化対策を行うと

ともに、復旧・復興に備えたデジタル化への対応にも取り組みます。 

 災害時に大きな被害が生じる危険性のある大規模盛土造成地の位置や規模の把握

と情報提供など必要な土砂災害対策を実施していきます。 

 災害発生後の復旧作業を円滑に進めるため、土地の境界を明確にする地籍調査を

計画的に進めていきます。  
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地域づくり方針図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国道 126号の無電柱化促進 

 

都市計画道路の整備推進
（台方・季美の森線） 

砂郷・台方地区
での計画的な市
街地形成 

道の駅 みのりの郷東金を中心に市内外の
他の拠点や観光施策等との連携による土
地利用展開や広域交流の検討 

求名駅前地区での地区計画制度
活用等による良好な住宅地の維
持・保全 

産業・観光・地域振興や防
災力の向上を図る構想道路
の整備検討 

国道 126号沿道での沿道サービス型の
商業施設等の立地を誘導 

嶺南正気西部地区農業集落排水施
設の公共下水道への接続 

 

市内幹線道路の整備推進
（構想道路） 

・生産基盤の保全・管理 
・優良農地の確保・保全 

押堀 IC周辺での地場産業や地
域資源を活用した産業拠点形成
の検討 

日吉台・八坂台地区での地区計画
制度活用等による良好な住宅地の
維持・保全 

八鶴湖・ときがね湖・東金文化会
館等周辺一体の歴史・文化・自然
環境の維持・保全と有効活用 

求名駅周辺での新たな
住宅地形成を検討 

田間第２地区での計画的な
市街地形成 

 

国道 128号のバイパス化促進 

<地域全体> 
・公共交通の充実 
・生活道路機能の維持 
・公園緑地の整備・保全 
・住宅市街地内の浸水軽減対策の検討 
・減災対策や防災体制の強化 
・学校や就学前児童施設での ICTへの対応 
・老朽化公共公益施設の集約・複合化の検討 
・未利用公有地の有効活用の検討 

都市計画道路の整備促進 
（国道 126号の四車線化） 

東金青年の森公園を活か
したスポーツを通じた交
流による魅力向上を検討 

北幸谷川の老朽化対策の推進 

 



４－２ 中央部地域 

~ 110 ~ 

地域づくり方針図（東金駅周辺） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜東金駅周辺＞ 
・若者を意識した空間形成とイベント等の取り

組み 
・低未利用地の利活用促進 
・空き家・空き店舗等の活用促進 
・歩行空間や自転車通行環境の整備 

駅前広場、駐輪場、駐車場等の改
修・整備 

東金駅周辺での多様な交通機関と
の乗り継ぎ拠点の整備推進 

東金駅のバリアフリー化促進・自由
通路整備の推進 

公民館等既存ストックを活用し、地
域の実情にあったやり方での地域コ
ミュニティ拠点の創出 

市庁舎の耐震化検討 
防災備蓄拠点整備の検討 

都市型住宅の立地誘導 中心拠点への誘導策による都市機
能の一定の集積 

歴史 ・文化 ・自然を素材とした
景観形成 
 

都市型住宅の立地誘導 

大型商業施設や専門店の立地促進 
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４－３ 北西部地域 

１．地域の現況と課題 

（１）現況と課題 
・本地域は、丘陵地が広がり、山林と農地が地域

の6割を占め、緑豊かな自然に囲まれた集落が

形成されています。 

・また、高速道路のインターチェンジ周辺には、

大規模な開発による千葉東テクノグリーンパー

クや住宅地も形成されています。 

・広域的な道路網は、北西部地域を貫通する首都

圏中央連絡自動車道、千葉市方面と連結する千

葉東金道路や国道126号などが結節し、道路環

境は整った地域といえます。 

・産業拠点である東金インターチェンジ周辺では、広域交通結節点としての立地適正を

活かした土地利用の誘導が求められています。 

・地域全体としては、小学校や就学前児童施設の廃止など、これまで以上に人口減少の

進展が懸念され、持続的な地域づくりを進めるためには、高速道路のインターチェン

ジが複数ある優位性や地域資源を有効的に活用した地域振興策が求められています。 

・併せて、通院や買い物など日常生活に支障を来さない、利便性の高い快適な生活が送

れるように、中心市街地や千葉・八街市方面へのアクセスの強化が必要となっていま

す。 

・集落地やその周辺では、空き家や耕作放棄地も増えつつあり、地域の多くを占める森

林と農地を適切に保全していくためにも、これらを支えていく地域の人達の活力やコ

ミュニティを維持していく必要があります。 

・また、丘陵地に広がる森林や谷津田等は、本市の貴重な自然資源の一つであり、里山

の環境づくりのためには、適切に保全していく必要があります。 
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（２）住民意向 
2019年（令和元年）に実施した市民アンケート調査（20代以上の北西部地域在住の

一般市民）の結果より、特にまちづくりに関連する内容について次に示します。 

 

 重要度・満足度の相関表 

市全体に比べて満足度の平均が高くなっています。特に公共交通の充実については、

重要度は高いものの満足度が低いため、整備のニーズが高いと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域の特性や特色 
 東金市全体の魅力を向上させていくためには、地域の特色を活かした都市づくりが 

必要となります。地域が有するポテンシャルや魅力的なものを次に示し、地域づくり 

に活かしていきます。 

◆既存産業集積地 ◆森林や農地など恵まれた自然と景観 

◆広域幹線道路の結節点（東金インターチェンジ・山田インターチェンジ） 

◆広域幹線道路網（首都圏中央連絡自動車道、千葉東金道路等） 

◆雄蛇ヶ池 ◆農業大学校 ◆東千葉メディカルセンター 

  

1 生涯学習・生涯スポーツの推進
2 文化の振興
3 商業・サービス業の振興
4 観光レクリエーションの振興
5 交流と連帯のまちづくり
6 工業の振興
7 新たな産業と地域活性化
8 勤労者対策の促進
9 学校教育の充実
10 社会福祉の推進
11 子育て支援
12 高齢者施策の充実
13 公共交通の充実
14 道路網の整備
15 良好な市街地の形成
16 公園・緑地の整備
17 水質汚染・公害の防止
18 家庭ごみの処理・リサイクル
19 農林業の振興
20 ガス・水道などの都市基盤整備
21 治水対策の推進
22 防災・防犯・交通安全
23 市民協働・市民参画
24 青少年の健全育成
25 国際交流の促進
26 保健・医療の充実
27 社会保障の充実
28 効果的・効率的な行政運営
29 広域行政
30 情報化に対する行政の対応
31 地方創生の実現に向けて
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２．地域づくりの将来イメージ 
 

 

 

地域の特色である丘陵地の森林など緑豊かな自然環境や広域交通の利便性を活かした

定住志向を高め、ゆとりを感じることができる住環境の整備・保全と、産業・観光など

の機能強化により、都市と農村の交流等を通した地域の活性化を図りながら、自然と都

市が共生する地域づくりを進めます。 

 

３．地域整備の主要な方針 
 

 

首都圏中央連絡自動車道等の東金インターチェンジ周辺等では、広域幹線道路の結節

点としての優位性を活かし、既企業団地の操業環境の保全や戦略的な企業誘致を周辺の

良好な自然環境の保全や製造業・流通業務等の立地需要を踏まえながら、雇用機会の創

出など地域の活力や発展につながる土地利用の誘導を行います。 

 

 

広域交通の利便性を活かし、地域に広がる森林や農地など恵まれた自然・景観、農産

物等の多様な地域資源を有機的に連携させながら、産業や観光等の機能強化による地域

の活性化を図ります。 

 

 

千葉市や八街市など周辺都市と接する地域であり、買い物など日常生活を快適に過ご

すために、中心市街地へのアクセス強化だけでなく、周辺都市との連携により、交流を

生み出す道路ネットワークの強化を図っていきます。 

 

 

地域コミュニティの核となる地区公民館や小学校周辺では、周辺の自然・里山環境等

と調和しつつ、地域が主体となった良好な居住地形成を促進することなどにより、地域

のコミュニティ活力の維持と向上を図ります。 

緑豊かな環境に、ゆとりある住まいと産業地が共生する地域づくり 

（１）東金ＩＣ周辺等における地域活力や発展につながる産業拠点の形成  

 

 

 
 （２）地域資源を活用した産業・観光など機能強化による地域活性化 

 

 

 

 
 

（３）周辺都市との連携・交流による生活利便機能を支える道路ネットワークの強化 

 

 

 
 

（４）公民館等を中心とした地域のコミュニティ活力の維持・向上 
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本市における水と緑のネットワークの骨格であるとともに、自然と身近に触れ合うこ

とができる地域資源である豊かな自然環境と潤いある自然景観は、森林や農地の適正な

維持管理や環境と調和した活用により保全・継承を図ります。 

 

  

（５）貴重な自然環境や景観の保全と継承 
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４．分野別の地域づくり方針 

（１）土地利用・市街地整備 

１）広域幹線道路の利便性を活かした産業振興と拠点形成 

 インターチェンジ周辺では、広域幹線道路の利便性を活かし、良好な自然環境・

営農環境、周辺道路への交通負荷等を考慮しながら、雇用の創出や市の発展につ

ながる多様な産業の受け皿づくりを進めるための計画的な土地利用の誘導をして

いきます。 

 千葉東テクノグリーンパークでは、良

好な操業環境を維持するため、地区計

画制度※や緑化協定の運用により、適

正な土地利用を促進していきます。 

 市内に新たに進出・立地する企業に対

する補助等の支援を行い、産業拠点の

形成を推進していきます。 

 既存企業の生産性の向上を図るため、

老朽化した施設の更新や工場等の規模拡大に対する支援を進め、産業集積地の育

成をしていきます。 

 首都圏中央連絡自動車道と県道東金源線の結節点周辺での新たな産業拠点の創出

に向けた土地利用について、スマートインターチェンジの設置位置や良好な自然

環境、営農環境、近隣自治体との連携など広範囲のエリアを対象に検討していき

ます。 

２）郊外住宅地や集落の住環境の保全 
 季美の森地区や丘の街地区では、良好な住宅地が形成されていることから、地区

計画制度※の適正な運用により維持・保全を図るとともに、必要に応じて適切な見

直しをしていきます。 

 里山や田園環境に囲まれた集落地は、無秩序な開発の抑制と住環境の整備によっ

て農地や森林等の保全を図り、良好な自然環境に囲まれたゆとりある暮らしの維

持・向上を図っていきます。 

 二地域居住など多様なライフスタイル※の進展による新たな移住ニーズへの対応や

農業等の産業の担い手の定住促進をしていきます。  

千葉東テクノグリーンパーク 
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３）豊かな自然環境や景観の保全と活用 

 丘陵地に広がる緑や景観は、本市の貴重な地域資源であるため、都市計画法や森

林法など関係法令により保全を図るとともに、木材を活用したクラフト体験など

自然に親しむ取り組みのひとつとして有効活用を図っていきます。 

 地域全体で平常時の豊かで健全な水循環と災害時の安全な水循環が共に実現され

るよう、河川や用水路等の流量確保や森林が持つ水源涵養機能等の保全を図って

いきます。 

 森林が持つ多面的な機能を保全するため、手入れの行き届いていない森林の更新

をはじめとした森林整備を実施する地域の選定を検討し、価値ある森林づくりを

促進していきます。 

 優良農地の確保・保全のため、東金市農業振興地域整備計画の農用地利用計画に

基づき、適正な土地利用を誘導しながら、良好な営農環境の維持に努めます。 

 また、良好な営農環境を確保するため、農道や水路等の資源の適切な保全管理を

進めるとともに、貯水・水質浄化等の農地の持つ多面的機能の維持を図ります。 

 地域農業の維持・発展のため、担い手の育成と担い手への集積を進めるととも

に、農業生産力の向上のため、地域との協議により農業基盤整備へ向けた取り組

みを検討していきます。 

４）地域をつなぐ拠点づくり 

 地区公民館を中心とした周辺に、医療や福祉等の施設が配置・建設され一定の集

積エリアが形成されるよう、官民が一体となって地域の実情や特性にあった取り

組みを行い、地域の核となる拠点の創出を図ります。 

 機能の統合などにより空いた公共施設を活用し、地域のにぎわいにつながる土地

利用を検討していきます。 

 

（２）都市基盤施設整備 

１）持続可能な公共交通ネットワークの形成 

 地域のコミュニティ拠点と中心拠点を結ぶ公共交通の再編を進め、利便性の高い

公共交通ネットワークの形成を図ります。 

 カーシェアリング※、ライドシェアリング※や超小型モビリティ※など新たな移動

手段の導入による有効性や地域の交通施策への位置づけについて検討していきま

す。 
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 インターチェンジ周辺では、東京・千葉方面のほか、成田・羽田の両空港へ直結

する高速バスの利便性向上のため、パーク＆ライド※型の乗り継ぎ拠点の整備を検

討していきます。 

２）移動しやすい道路ネットワークの充実 

 県内外の人やモノの安全で円滑な交通の確保や防災力の向上を図るため、首都圏

中央連絡自動車道の四車線化の促進に向け、国や関係機関に働きかけていきま

す。 

 都市間・地域間の広域的な連携や交流の促進、産業活動の活性化などに資する道

路ネットワーク強化のため、県道東金源線や主要地方道山田台大網白里線の整備

を促進していきます。 

 地域の産業・観光の振興や防災力の強化・地域医療の充実などを図るため、ス

マートインターチェンジ※の整備を推進するとともに、広域連携を促す構想道路※

の整備について検討していきます。 

 台方季美の森線は、中心市街地と季美の森地区、千葉東テクノグリーンパークの

連絡性の向上と、災害拠点病院に指定されている東千葉メディカルセンターへの

代替路線としての機能も併せもつため、都市計画道路の整備を推進します。 

 地域の安全性・利便性を高め、快適な生活空間を創出するため、身近な生活道路

の維持や交通安全対策などの充実を図っていきます。 

３）安全・安心で住みやすい社会基盤の充実 

 公園や緑地については、誰もが安心し

て気軽に利用できるように、計画的な

整備により潤いと安らぎのある緑空間

の保全を図っていきます。 

 千葉東テクノグリーンパークや季美の

森地区等の住宅団地では、緑豊かな都

市空間を維持するため、地区計画制度
※や緑化協定による緑化対策を継続して

いきます。 

 雄蛇ヶ池については、来訪者に潤いと憩いをもたらす親水空間としての環境整備

に努めるとともに、周辺を取り囲む樹林地を貴重な緑として保全を図っていきま

す。 

さくら公園 
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 持続的な汚水処理対策の運営により、公共水域の水質保全を図るため、下水道施

設の計画的な改築更新、長寿命化対策※や農業集落排水事業との合理化を進めると

ともに、合併処理浄化槽の設置を促進していきます。 

 小野川や滝川沿川の浸水被害を軽減するため、上流域での開発時の雨水に対する

流出量の抑制や流水の正常な機能の維持など浸水軽減対策を推進するほか、住宅

の建て替え時など敷地の嵩上げ等による自助の取り組み促進にも努めます。 

 ごみ処理施設については、ごみの減量化、再資源化に積極的に取り組むととも

に、施設の安定稼働を確保するため、適正な管理運営を促していきます。 

 

（３）都市環境形成等 

１）自然・街・道が織りなす景観の保全 

 丘陵地に広がる森林・谷津田等の良好な自

然景観は、多様な生物の生息地として、ま

た、環境負荷の少ない都市形成のため、都

市的土地利用との調整を図りながら、保全

を図っていきます。 

 千葉東テクノグリーンパークや住宅団地、

高速道路をはじめとした幹線道路沿道で

は、地区の特性に応じたルールに基づき、

建築物の高さや形態・意匠、敷地内の緑化を促進し、また、街路樹の整備や屋外

広告物など景観を阻害する要因の改善により、潤いある都市景観形成の維持・改

善を図っていきます。 

２）次代を見据えた環境整備 

 広域幹線道路を活かした産業振興や都市間交流を進めるため、県と連携した取り

組みや周辺自治体との情報交換・共有を進めていきます。 

 保育・幼稚園ニーズの受け皿を確保し、幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続

する教育・保育を提供するために、幼保再編を促進します。 

 学校や就学前児童施設では、ICT※等の新しい技術の進展を踏まえながら、教育・

保育環境の整備を進めていきます。  

良好な自然景観 
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３）災害に備える環境整備 

 公民館などの避難所等では防災機能強化のた

め、情報収集・発信・共有の手段として ICT※

等の新技術の活用や停電対策を行うととも

に、防災用井戸や防災用トイレの設置を検討

していきます。 

 将来的に発生が予想されている首都圏での大

規模地震等の災害に備え、下水・ガス施設等

のライフラインの耐震化など被害軽減対策や

施設の老朽化対策を行うとともに、復旧・復興に備えたデジタル化への対応にも

取り組みます。 

 災害時に大きな被害が生じる危険性のある大規模盛土造成地の位置や規模の把握

と情報提供など必要な土砂災害対策を実施していきます。 

 災害発生後の復旧作業を円滑に進めるため、土地の境界を明確にする地籍調査を

計画的に進めていきます。 

 

 

  

防災行政無線のデジタル化（屋外拡声子局） 
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地域づくり方針図 
 

 

 

公民館等既存ストックを活用し、
地域の実情にあったやり方での地
域コミュニティ拠点の創出 

産業・観光・地域振興
や防災力の向上を図る
構想道路の整備検討 

季美の森・丘の街地区での地
区計画制度活用等による良好
な住宅地の維持・保全 

主要地方道山田台大
網白里線の整備促進 

山田ＩＣ周辺への企業誘致 

千葉東テクノグリーンパーク
の操業環境の保全 

小野川・滝川沿川での浸
水被害軽減対策の推進 

東金ＩＣ周辺への企業誘
致による拠点化の促進 

都市計画道路の整備推進
（台方・季美の森線） 

県道東金源線の整備促進 

雄蛇ヶ池の整備・保全 

・生産基盤の保全・管理 
・優良農地の確保・保全 
・貴重な緑や景観の保全・有効活用 
 

公民館等既存ストックを活用し、地域の実情にあった
やり方での地域コミュニティ拠点の創出 

産業振興や都市間交流に関し
て、県との連携や周辺都市と
の情報交換・共有 

ＩＣ周辺での乗り継ぎ拠点
の整備検討 

ごみ処理施設の適正な管理運営 

公民館等既存ストックを活用し、
地域の実情にあったやり方での地
域コミュニティ拠点の創出 

松之郷地区農業集落排水施設
の公共下水道への接続 

新たな産業拠点創出の検討 

スマート ICの整備推進 

<地域全体> 

・公共交通の充実 

・生活道路機能の維持・充実 

・公園緑地の整備・保全 

・減災対策や防災体制の強化 

・学校や就学前児童施設での ICTへの対応 

丘陵地の森林の緑と大規模な開発
地や幹線道路等との調和のとれた
景観形成 

圏央道の四車線化整備の促進 

・丘陵地での森林の保全・育成 
・貴重な緑や景観の保全・有効活用 
・健全な水循環システム維持・保全 
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４－４ 南東部地域 

１．地域の現況と課題 

（１）現況と課題 
・本地域は、九十九里平野の一部に位置し、農地

が地域の約6割を占め、農地と共存した集落の

ある豊かな田園環境が形成されています。 

・東金九十九里有料道路や緑海東金線をはじめと

する県道が地域を貫通し、その周辺では工業地

が形成されています。 

・産業拠点である東金・小沼田工業団地をはじめ

とする既存工業団地等では、良好な操業環境が

形成されていることから、引き続き産業地等と

しての生産環境等の維持・強化が求められてい

ます。 

・国民の長寿命化が急激に進む中、本市も同様な傾向を示しており、東金アリーナをは

じめとしたスポーツ施設に対する市民ニーズは今後とも高まることが予想されること

から、市民の健康寿命や様々な交流を促進する土地利用展開が求められています。 

・道路、交通については、東金九十九里有料道路や県道が地域を縦断し、広域農道が地

域を横断するように整備中であり、また市内循環バスや路線バスが運行されるなど道

路・公共交通ネットワークが形成されていますが、日常生活の利便性や災害時の避難

路として役割を担う道路ネットワークの充実と今後のさらなる高齢化の進行などに対

応するため、現在の公共交通のあり方を見直し、地域内交通の充実が必要となってい

ます。 

・集落地やその周辺では、空き家や耕作放棄地も増えつつあり、地域の多くを占める農

地を適切に保全していくためにも、これを支えていく地域の人達の活力やコミュニティ

を維持していく必要があります。 

・基幹産業である農業は、それを支える担い手育成や農業生産力等が弱体化しないよう

地域が一体となった農業振興に取り組み、その基盤となる優良な農地などを適切に保

全していく必要があります。 
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（２）住民意向 
2019年（令和元年）に実施した市民アンケート調査（20代以上の南東部地域在住の

一般市民）の結果より、特にまちづくりに関連する内容について次に示します。 

 

 重要度・満足度の相関表 

満足度の平均は市全体と同程度です。水質汚染・公害の防止、治水対策の推進につい

ては、重要度は高いものの満足度が低いため、整備のニーズが高いと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域の特性や特色 
東金市全体の魅力を向上させていくためには、地域の特色を活かした都市づくりが 

必要となります。地域が有するポテンシャルや魅力的なものを次に示し、地域づくり 

に活かしていきます。 

◆既存産業集積地 ◆良好な営農環境 

◆東金九十九里有料道路（小沼田インターチェンジ） ◆各県道 ◆広域農道 

◆軌道敷 ◆複数の河川 ◆屋敷林やまき塀など連続する緑の景観 

◆成東・東金食虫植物群落 ◆東金アリーナ 
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高

重

要

度

低

南東部地域平均
市全体平均

●にぎわいと魅力に関する項目
●産業集積と発展に関する項目
移動しやすく快適な暮らしに関する項目

●人や環境へのやさしさ関する項目
●安心、安全に関する項目
●その他（５つのテーマ分類に合致しない項目）

1 生涯学習・生涯スポーツの推進
2 文化の振興
3 商業・サービス業の振興
4 観光レクリエーションの振興
5 交流と連帯のまちづくり
6 工業の振興
7 新たな産業と地域活性化
8 勤労者対策の促進
9 学校教育の充実
10 社会福祉の推進
11 子育て支援
12 高齢者施策の充実
13 公共交通の充実
14 道路網の整備
15 良好な市街地の形成
16 公園・緑地の整備
17 水質汚染・公害の防止
18 家庭ごみの処理・リサイクル
19 農林業の振興
20 ガス・水道などの都市基盤整備
21 治水対策の推進
22 防災・防犯・交通安全
23 市民協働・市民参画
24 青少年の健全育成
25 国際交流の促進
26 保健・医療の充実
27 社会保障の充実
28 効果的・効率的な行政運営
29 広域行政
30 情報化に対する行政の対応
31 地方創生の実現に向けて
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２．地域づくりの将来イメージ 
 

 

 

地域に広がる農地やまき塀、屋敷林等の豊かな緑に囲まれた住環境の保全と道路・交

通の充実を図り、豊かな田園空間を活かした風の爽やかさや空気の清々しさなど環境に

恵まれた暮らしやすさと、農業などの基幹産業の振興や既存工業地の操業環境の保全等

により、活力のある地域づくりを進めます。 

 

３．地域整備の主要な方針 
 

 

東金・小沼田工業団地や士農田地区で、東金九十九里有料道路等の広域幹線道路の利

便性を生かし、産業・流通機能等の維持・強化や、未利用地への企業の誘導などにより

産業集積地の保全・育成を進めていきます。 

 

 

多様化する市民の健康志向への対応やスポーツを通じた市内外の交流の活性化による

にぎわいを創出するため、東金アリーナを核としたスポーツ・レクリエーション拠点の

形成を図ります。 

 

 

市中心部へのアクセス性や歩車道分離などによる安全性の向上を図り、災害時には緊

急輸送路としての機能を担う道路ネットワークの充実・強化を図ってきます。 

また、公共交通の再編や地域内交通を充実し、これらの連携を強化することにより、

移動しやすい交通ネットワークを図っていきます。 

 

 

地域コミュニティの核となる地区公民館や小学校周辺では、周辺の自然・田園環境等

と調和しつつ、地域が主体となった良好な居住地形成を促進することなどにより、地域

のコミュニティ活力の維持と向上を図ります。 

 

豊かな田園空間を活かした暮らしやすさと活力ある地域づくり 

（１）広域幹線道路の利便性を活かした産業機能の充実 

 

 

 

 

 
 

（２）東金アリーナを核としたスポーツ・レクリエーション拠点の形成  

 

 

 

 

 
 

（３）安全で移動のしやすい道路・交通ネットワークの充実・強化 

 

 

 

 

 

 
 

（４）公民館等を中心とした地域のコミュニティ活力の維持・向上 
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地域に広がる田園や真亀川等の河川など豊かな田園環境、大きな屋敷林やまき塀など

の生垣が連続する緑の景観を地域の資源として保全を図るとともに、地域の農業振興や

都市の魅力づくりに活用していきます。 

 

  

（５）豊かな田園環境や景観の保全と活用 
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４．分野別の地域づくり方針 

（１）土地利用・市街地整備 
１）既存産業拠点の保全と育成 

 東金・小沼田工業団地では、良好な操業環境を維持するため、都市計画制度等の適

切な運用による用途の専用化を図り、適正な土地利用誘導に取り組みます。 

 既存企業の生産性の向上を図るため、老朽化した施設の更新や工場等の規模拡大に

対する支援を進め、産業集積地の育成をしていきます。 

２）にぎわいを生み出す交流拠点の形成 
 東金アリーナを中心としたその周辺で

は、真亀川のえん堤や軌道敷跡地等を

活用し、にぎわいの創出につながる土

地利用を検討していきます。 

 東金アリーナについては、市内外から

年間を通して多くの人が訪れる交流

拠点として、施設機能の保全と周辺で

の環境整備の充実により、スポーツを通じた交流の場を提供しながら、地域活性化

に向けた取り組みを推進します。 

３）田園空間の保全と活用 

 田園環境に囲まれた集落地は、無秩序な開発の抑制と住環境の整備によって農地の

保全を図り、良好な自然環境に囲まれたゆとりある暮らしの維持・向上を図ってい

きます。 

 二地域居住など多様なライフスタイル※の進展による新たな移住ニーズへの対応や

農業等の産業の担い手の定住促進をしていきます。 

 市民農園や観光農園等による農地の活用や家庭菜園等を楽しむ農業の普及を促進し、

農地の保全と地域振興を図っていきます。 

４）良好な営農環境の形成 

 田園地域に広がる緑の景観は、本市の貴重な地域資源であるため、都市計画法や農

地法など関係法令により保全を図るとともに、本市の産業を支える生業の場として

有効活用を図っていきます。 

東金アリーナ 
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 地域全体で平常時の豊かで健全な水循環と災害時の安全な水循環が共に実現される

よう、河川や用水路等の流量確保や貯水・水質浄化機能等の保全を図っていきます。 

 優良農地の確保・保全のため、東金市農業振

興地域整備計画の農用地利用計画に基づき、

適正な土地利用を誘導しながら、良好な営農

環境の維持に努めます。 

 また、良好な営農環境を確保するため、農道

や水路等の資源の適切な保全管理を進めると

ともに、貯水・水質浄化等の農地の持つ多面

的機能の維持を図ります。 

 地域農業の維持・発展のため、担い手の育成と担い手への集積を進めるとともに、

農業生産力の向上のため、地域との協議により農業基盤整備へ向けた取り組みを検

討していきます。 

５）地域コミュニティの維持 

 地区公民館を中心とした周辺に、医療や福祉等の施設が配置・建設され一定の集積

エリアが形成されるよう、官民が一体となって地域の実情や特性にあった取り組み

を行い、地域の核となる拠点の創出を図ります。 

 

（２）都市基盤施設整備 

１）持続可能な公共交通ネットワークの形成 

 地域のコミュニティ拠点と中心拠点を結ぶ公共交通の再編を進め、利便性の高い公

共交通ネットワークの形成を図ります。 

 カーシェアリング※、ライドシェアリング※や超小型モビリティ※など新たな移動手

段の導入による有効性や地域の交通施策への位置づけについて検討していきます。 

２）移動しやすい道路ネットワークの整備 

 県道正気茂原線については、交通の円滑化のため、交差点改良や現道拡幅などの整

備を促進します。 

地域に広がる農地 



第1章

計
画
の
実
現
に
向
け
て

用
語
集
／
資
料
集

第5章

地
域
別
構
想

第4章

全
体
構
想

第3章

第2章

東
⾦
市
の
現
況
と
課
題

は
じ
め
に

第1章４－４ 南東部地域 
 

~ 127 ~ 

 広域農道については、農産物を安全に早く消

費者に届ける物流の道として、また、地域間

交通の円滑化や地域住民の生活基盤の安定

を図るため、整備を推進していきます。 

 防災道路としての機能を高めるため、福俵か

ら上谷へつながる市内幹線道路の整備を推

進するとともに、市内の産業・観光の活性化

や地域振興、防災力の向上を図るため、構想

道路※の整備を検討します。 

 地域の安全性・利便性を高め、快適な生活空間を創出するため、身近な生活道路の

維持や交通安全対策などの充実を図っていきます。 

 小学校周辺の通学路では、歩行者の安全対策のため、歩道整備を推進していきます。 

３）安全・安心で住みやすい社会基盤の充実 

 公園や緑地については、誰もが安心して気軽に利用できるように、計画的な整備に

より潤いと安らぎのある緑空間の保全を図っていきます。 

 持続的な汚水処理対策の運営により、公共水域の水質保全を図るため、下水道施設

の計画的な改築更新、長寿命化対策※や農業集落排水事業との合理化を進めるとと

もに、合併処理浄化槽の設置を促進していきます。 

 真亀川の治水能力の向上を図るため、河道拡

幅等の整備を促進していきます。 

 健康で文化的な生活及び機能的な都市活動を

確保するため、周辺市町と連携しながら、汚

物処理施設の適切な管理運営を促すととも

に、周辺環境に配慮しながら、新たなごみ処

理施設の整備を促進していきます。 

 農業生産環境の保全、農業用施設の老朽化対

策や排水機能向上のため、高倉川の改修をはじめ、農道や水路などの改修を推進し

ていきます。 

  

広域農道 

真亀川の整備 

広域農道 
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（３）都市環境形成等 

１）景観・自然環境の保全・活用 

 地域に広がる農地や真亀川をはじめとする河川などの自然環境は、多様な生物の生

息地として、また、環境負荷の少ない都市形成のため、都市的土地利用との調整を

図りながら、維持・保全を図っていきます。 

 成東・東金食虫植物群落は、周辺の田園、

水辺と一体となり文化的資源として山武

市と連携し、維持・保全を図っていきま

す。 

 集落を彩る大きな屋敷林やまき塀等の緑

の景観或いは、長屋門等の歴史的建築物

の文化的景観は、本地域の特色ある景観

として維持し、地域の魅力づくりに活用

をしていきます。 

 既工業団地やその沿道では、敷地内の緑化等を促すとともに、屋外広告物など景観

を阻害する要因の改善により、周辺の眺望と調和した都市景観形成の維持と改善を

図っていきます。 

２）子育て環境の整備 

 保育・幼稚園ニーズの受け皿を確保し、幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続す

る教育・保育を提供するために、幼保再編を促進します。 

 学校や就学前児童施設では、ICT※等の新しい技術の進展を踏まえながら、教育・保

育環境の整備を進めていきます。 

３）災害に備える環境整備 

 公民館などの避難所等では防災機能強化のため、情報収集・発信・共有の手段とし

てICT※等の新技術の活用や停電対策を行うとともに、防災用井戸や防災用トイレの

設置を検討していきます。 

 将来的に発生が予想されている首都圏での大規模地震等の災害に備え、下水・ガス

施設等のライフラインの耐震化など被害軽減対策や施設の老朽化対策を行うととも

に、復旧・復興に備えたデジタル化への対応にも取り組みます。 

 災害発生後の復旧作業を円滑に進めるため、土地の境界を明確にする地籍調査を計

画的に進めていきます。  

成東・東金食虫植物群落 
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地域づくり方針図 
 

 

 

 

 

 

 

 

既存工業地の操業環境の保全 

新ごみ処理施設の整備促進 

公民館等既存ストックを活用し、地
域の実情にあったやり方での地域コ
ミュニティ拠点の創出 

公民館等既存ストックを活用し、地域の
実情にあったやり方での地域コミュニ
ティ拠点の創出 

地域間交通円滑化のため、
広域農道の整備推進 

高倉川の老朽化対策の推進 

産業・観光・地域振興や防災力の
向上を図る構想道路の整備検討 

交流の場としての魅力向上のた
め、東金アリーナの機能保全と
周辺の環境整備を検討 

下水道施設の改築更新等の推進 

真亀川えん堤を市民の憩いの場
としての整備検討 

汚物処理施設の適切な管理運営 

治水対策のため、真亀川の河道
整備の促進 

市内幹線道路の整備推進 
（構想道路） 

<地域全体＞ 
・公共交通の充実 
・生活道路機能の維持・充実 
・減災対策や防災体制の強化 
・学校や就学前児童施設での ICTへの対応 

・生産基盤の保全・管理 
・優良農地の確保・保全 
・景観・自然環境の保全・有効活用 

軌道敷の歩行者・自転車空間
としての活用も検討 

東金・小沼田工業団地の操業環境の保全 

上谷地区農業集落排水施設の公
共下水道への接続 

県道正気茂原線の整備促進 

小学校周辺通学路の歩道
整備の推進 

成東・東金食虫植物群落の
維持・保全 
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日吉台上空より市街地を望む 


